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細胞は内的・外的要因によって，前後方向の極性を形成し方
向性をもった移動を可能にしている．例えば，細胞性粘菌，
MDCK細胞では，直進運動などの単純な運動だけでなく，回

転などの運動も存在する．このような運動は様々な器官や組
織で観察されるが，ここから細胞・細胞群の移動と形態形成の
過程の間には，生物種を超えた何らかの普遍性があるのでは
ないかと推測できる．本発表では，上記のような生物の特徴
的な運動モードを紹介し，簡単な数理モデルを用いてこれらの
運動モードが再現できることを示すとともに，数理モデルはあ
る種のロバストネスを持つことも示す．


